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【目的】感作状態下では非特異的な肉芽組織内に
も特異抗体陽性の形質細胞浸潤が観察され、特異
抗体が分布、proliferating　cellnuclear　anti－
gen（PCNA）陽性細胞が観察されることを報告して
きた。今回は、感作状態下での肉芽組織構成細胞
の性状を知るため各種肉芽組織を用い、免疫組織
学的検索を行った。　【材料と方法】ウシ血清アル
ブミン（BSA）を吸着させたK一アラムをWister
系ラットfoot　padに皮内注射、一方、背部皮内
に抗原を含まぬ非特異的アラム肉芽腫およびセル
ローススポンジによる異物型肉芽組織を作製した。
感作21日目に各肉芽組織を採取し、ラットマクロ
ファーージ、Thy1、　B細胞、　TNFなどに対するモノ
クローン抗体を用い、SAB法にて検索を行った。
【結果および考察】感作群のアラム肉芽腫では被
膜形成は弱く、その直下にマクロファージと思わ
れる細胞の浸潤が著しく認められ、リンパ球、形
質細胞の浸潤も観察された。これらの細胞の大部
分は抗マクロファージ抗体で強陽性、TNF陽性と
なった。しかし、ここにはB細胞は認められず、
また、Thy1も陰性であった。一方、非感作群のア
ラム肉芽腫では、抗マクロファージ抗体陽性の細
胞は減少していた。感作群の異物型肉芽組織では、
肉芽組織細胞の核は膨化し、旺盛な増殖性を示し
線維形成は非常に軽度であった。異物型巨細胞を
含むこれらの細胞の多くは抗マクロファージ抗体
強陽性、TNF陽性であった。非感作群では異物型
巨細胞は小型となり、線維形成が旺盛となり、マ
クロファージ抗体は主として異物型巨細胞に限局
して陽性所見が認められた。また、TNF陽性細胞
の数も少なくなっていた。以上より、非特異的な
肉芽組織であっても、感作状態下ではマクロファ
ージがなんらかの免疫学的影響を受け、活性化の
状態にあることが示唆された。このことは、免疫
状態下における結合組織の病態を知る上で非常に
興味あることと考えられた。
　婦人の不定愁訴の背景には免疫、ホルモン、内
分泌などの異常があり、こうした生体の生理活性
因子の変調を契機としてヒト常在性EBウイルス
（EBV）感染の活性化がもたらされ、このことが疾
病を複雑に修飾し、不定愁訴という多彩な疾病像
を惹起している可能性がある。EBVは大半のヒ
トが感染するとともに終生持続しており、EBV
関連疾患の多くは一旦感染、潜在したEBVが再
活性化する過程で起きると考えられている。今回、
婦人の不定愁訴とEBV感染の関連についてEB
V抗体価を指標として検討した。
　（方法）患者血清は東京医科大学病院産婦人科、
栃木県上都賀病院産婦人科を受診した不定愁訴患
者の血清、対照は健康成人女性の血清を用いた。
蛍光抗体法によりEBV特異的ウイルスカプシド
抗原（VCA）、早期抗原（EA）に対する血清中の抗体を
測定した。
　（結果及び考察）不定愁訴を有する婦人のVCA
－IgGはすべて陽性であり、その抗体像からすべて
既感染者であった。EBVの活性化の指標の一つ
とされているEAヨgG抗体の陽性率は患者が88．9X
対照は34．0％であった。　EBV抗体価の平均値に
おいて、患者はVCA－IgG　680倍、　EA－IgG　54．5倍、
対照はVCA－IgG449倍、　EA－IgG　35．4倍であり、対
照に比べて、患者の血清抗体価はそれぞれにおい
て高値を示した。　さらに、患者の中にはVCA－IgG、
EA－IgG抗体価著高を呈するものもみられた。以
上の我々の実験から、不定愁訴を有する婦人の大
半がEBV感染の活性化の状態にある事が示唆さ
れ、このEBV活性化の惹起により疾病を複雑に
修飾し不定愁訴という多彩な病像を形作っている
可能性が暗示された。
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